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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

行政 新庁舎建設について
庁舎整備内部検討委員会や８回の外部新庁舎建設検討委員会で検討され、パブリックコメントも実施した中、本年３月に実施設計が
完了した。市長は、選挙戦の中で計画の見直しについて発言されて来られたが、庁舎建設の今後について伺う。

地域医療 美山診療所の医師確保と今後について
美山診療所の尾嵜先生は本年７月に引退を表明されている。引退された後の医師確保と、今後の美山地域の医療について市長の
所見を伺う。

合併協議で支所は合併後１０年とされてきたが、佐々木前市長は今日まで支所を存続されてきた。支所の存続について市長の所見
を伺う。

美山の振興会制度について市長所見を伺う。

①　市長の公約である市の隅々まで元気が取り戻せる事業を進めるためには、財源の確保が重要となる。ふるさと納税制度は、自
　らが財源を確保する有効な手段であり、地域経済を再生させる役割を担う制度と考えるが、市長の見解を伺う。

②　納税者への返礼品は、議会から政策提言を行い一定の見直しは行われたが、基本となる返礼品の考え方、商品を選定するな
　かで、納税者のニーズが把握されていない。現在、道の駅が担当しているが、生産者が直接提案して発送するシステムに変更
　する必要があるが、見解を伺う。

ペーパーレス化の促進について
民間ではペーパーレス化が進み、議会でも重要な課題である。身近なところで、例規集のペーパーレス化の実施は可能と考えるが、
市長の見解を伺う。

南丹市の誤った施策に対する法令との整
合性を図る必要性と修正について

農水省と環境省は増え続ける有害鳥獣の生息数の半減目標をたて、府県の役割、市の役割を明確にしている。市は、法が改正され
たにも拘らず、多くの点で旧法の考え方で進めている。生息数の半減を目指すための根幹となる捕獲目標数設定の誤りに対する認
識と修正の意思について伺う。

京都府第２種特定鳥獣管理計画に基づ
く、市町村の推定生息数・適正生息数、捕
獲目標頭数の設定について

京都府第２種特定鳥獣管理計画では、森林面積で推定生息数をシミュレーションする。市町村は、森林の面積で按分する事で推定す
る方法がとられている。
推定生息数を定めないと生息数の半減を目指す捕獲目標数が定められない。京都府第2種特定鳥獣管理計画では、ニホンジカが示
す、推定生息数・適正生息数、捕獲目標頭数などから市町村は推定することになる。この考え方に対する見解を部長に伺う。

管理計画が示すシカの捕獲目標頭数と市
が示す捕獲許可頭数の整合性について

日吉地区の推定捕獲目標頭数８０５頭に対し、平成２８年度の捕獲計画は５３０頭程度となっている。同じ数字を八木地区でみると推
定捕獲目標頭数２４４頭に対し、平成２８年度の捕獲計画は、４００頭となっているが、山林面積は三分の一以下である。
条例の改正を行う際に、許可書発行時の上限数を定めるために捕獲許可頭数が必要と説明されたが、根拠のない捕獲許可頭数・期
間は、法的な根拠も管理計画から見ても使用しない文言であると考えるが、市長の見解を伺う。

①　市長の方針は「市民と地域ファースト」と理解してよいか。

②　佐々木市政との違い、「西村カラー」は何か。

福祉・医療 国民健康保険について 国保税の負担増をいかに抑えていくか。

財政 健全な財政運営について 厳しい財政状況だが「肉付け」の余地はあるか。

①　美山診療所の医師確保に財政支援を。

②　支所の存続と機能強化を。

③　振興会に人的支援を。

防災 原子力防災について 有識者と検討する原子力災害時の対応の中身は何か。

平成３０年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

みらいねっと南丹

　小中　　昭
　（一問一答）

質問予定日
　6月7日　午前

市 長

組織 支所機能について

活緑クラブ

　松尾　武治
　（一問一答）

質問予定日
　6月7日　午前

行財政
ふるさと納税について

市 長

担当部長

野生鳥獣被害
対策

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　鞆岡　　誠
　（一問一答）

質問予定日
　6月7日　午前

政治姿勢 市政に臨む基本姿勢について

市 長

地域振興 過疎地域に特別の手立てを 市 長

担当部長
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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

①　喫緊の課題であるカンポリサイクルプラザ撤退後に向けた当面のごみ処理体制はどうなのか伺う。

②　施設がある近隣の地域住民との話はされているのか。

①　本市においても地域の基幹産業として、地域の経済や社会の発展に欠かすことのできない役割を担っている建設業をどのように
　考えておられるのか伺う。

②　本市との災害時での協定が今後も堅持されるのか。

①　多様化する人権課題に対し本市がこれまで積み上げてきた取り組みと、今後における施策の推進についての考えを伺う。

②　京都府が「府の公の施設におけるヘイトスピーチ防止のための使用手続きに関するガイドライン」を本年４月から施行した。京都
  市においては、秋にもガイドラインを施行する見込みだと聞くが、本市としてその状況を把握されておられるのか。

老朽危険家屋対策について
船岡地内に適正な維持保全がされていない老朽危険家屋があり、倒壊寸前で非常に危険である。家屋所有者に必要な措置を講ずる
よう市において行政指導できないか伺う。

災害時に避難所となる学校施設について
避難所としての学校に必要な防災機能が強化されているか。熊本地震で最も不便を感じたのは「トイレ」だったことが被災者への調査
で分かっている。避難所になる学校トイレは、洋式化されているか伺う。

①　不審者情報はあるか問う。

②　子どもたちの登下校中の安全確保はされているか問う。

③　地域住民による見守りやパトロールは行われているか問う。

④　防犯ブザーは携帯しているか問う。

中学校で長時間勤務の大きな要因となっている部活動について伺う。

①　土日祝日や長期休みの指導時間について問う。

②　顧問として専門的競技経験が生かせているか問う。

③　部活指導員制度について問う。

小学５、６年生での英語の教科化などを踏まえ、小学校で特定教科を教える「専科教員」の配置について伺う。

市政 政策について 西村市長が提示された政策の特徴や重要課題等を伺う。

交通 鉄道課題について 園部駅以北の利便性向上（ICOCA等のIC乗車券対応化・増便等）について伺う。

教育 通学路の安全確保について 全国で通学路での事故や犯罪が問題となっている。市内通学路の調査・点検状況等を伺う。 教 育 長

平成３０年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

至誠会

　前田　義明
　（一問一答）

質問予定日
　6月7日　午後

環境 ごみ処理体制について

市 長
公共土木 建設業の公共的な役割について

人権 本市の人権施策について

公明党

　平田　聖治
　（一問一答）

質問予定日
　6月7日　午後

防災・災害対
策

市 長

安全対策 登下校の安全について

教 育 長

教育活動 教職員の働き方改革について

丹政会

　仲村　　学
　（一問一答）
質問予定日
　6月7日　午後

市 長



№３

会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

消防 消防団装備品について 消防団との協議後の装備計画について伺う。

交通対策
通学路及び生活道路の歩道安全策につ
いて

狭隘道路等安全確保が難しい道路において、子どもや高齢者の安全をいかに担保していくのか対策を伺う。

１．農芸高校のバス運行について 始業時間とかけ離れたダイヤを見直すべきだと思うが見解を問う。

２．市街地循環バスについて 人口集中地域を循環するルート及びダイヤが必要だと考えるが見解を問う。

１．乳幼児の待機児童について 保育所に入所出来ないとの声を聞くが現状を問う。

２．保育所の新設について 早急に園部町内に新設するべきと考えるが見解を問う。

３．保育士の確保について 保育士確保における現状と将来展望を伺う。

選挙 投票所について 投票環境向上の為に、投票所の見直しや多様な投票所のあり方について検討すべきであると考えるが見解を問う。
選挙管理
委員会

①　市内発注率を向上させるべきと考えるが見解を問う。

②　総合評価方式等、価格競争のみではない入札方法が必要だと考えるが見解を問う。

１．新庁舎建設について 見直すべき部分があると思うが見解を問う。

２．支所機能について 今後の支所のあり方について見解を問う。

農政 バイオマス産業都市づくりについて バイオエコロジーセンターの課題を問う。

①　市の公共交通の現状に対する所見は。

②　超高齢社会を迎え、また、運転免許証の自主返納者も増える中で、高齢者の交通、移動の確保は喫緊の課題と考える。どのよう
　な認識で、どのように取り組むのか。

③　市民の公共交通に対するニーズが多様化する中で、持続可能な公共交通として、どのような考え方で対応していくのか。

①　新光悦村の企業立地及び誘致の現状並びに課題について。

②　新光悦村を含め、市全体として企業誘致を進める体制の充実・強化が必要と考えるが。

①　民間事業者が参入しやすい条件づくりとして規制緩和を進めるとの考えを示されているが、宅地供給を推進するため、どのように
　規制緩和を進めていくのか。

②　宅地開発等における土地等の関連情報提供の充実と、利用者が情報を得やすい仕組みが必要と考えるが。

平成３０年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

　塩貝　孝之
　（一問一答）

質問予定日
　6月8日　午前

市 長

担当部長

公共交通

子育て支援

財政 公共入札について

市 長

担当部長総務

みらいねっと南丹

　山下　秋則
　（一問一答）

質問予定日
　6月8日　午前

交通対策 高齢者の交通確保について

市 長

担当部長商工振興 企業誘致について

定住促進
民間事業者による宅地供給の推進につい
て



№４

会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

①　平成３１年４月以降の一般家庭ごみ焼却処理対応の見解は。　「ごみ処理検討委員会」における検討状況を伺う。

②　カンポリサイクルプラザ（株）撤退後の跡地に対する見解は。

①　「バイオガス推進協議会」に対する見解は。

②　YBECにおけるバイオマス発電に対する見解は。

③　YBECの耕畜連携による堆肥化施設としての充実を図るべきと考えるが、見解は。

①　園部地域の旧小学校区における防犯カメラの設置状況は。

②　通学路拠点ポイントにおける防犯カメラの設置推進への見解は。

③　統合された旧小学校施設の警察官立寄所指定に対する見解は。 市 長

①　産前・産後サポート事業について伺う。

②　出産に対する助成金について伺う。

③　保育所、幼稚園の施設について伺う。

④　保育士の確保について伺う。

①　市長の考え方は。

②　新たな森林管理システムについて、その対処は。

③　人員配置について。

①　市長の考え方は。

②　医師の確保の方策は。

③　財政的な支援は。

①　道路の安全策は。

②　見守り対策は。

高齢者免許講習について 市内での開催を。
市 長
担当部長

平成３０年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

みらいねっと南丹

　平野　清久
　（一問一答）

質問予定日
　6月8日　午前

環境
カンポリサイクルプラザ（株）の撤退に係る
現状と今後の対応について

市 長

農林業
南丹市バイオマス産業都市構想と八木バ
イオエコロジーセンターにおけるバイオマ
ス発電について

安心・安全 防犯対策について

市 長

教 育 長

活緑クラブ

　八木　信樹
　（一問一答）

質問予定日
　6月8日　午後

福祉 子育てについて
市 長

担当部長

活緑クラブ

　柿迫　正紀
　（一問一答）

質問予定日
　6月8日　午後

林業 南丹市の林政について

市 長

担当部長

医療 美山診療所の支援について

交通
通学路の安全確保について

教 育 長

担当部長



№５

会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

生きがい活動支援通所事業について ①　八木町での実施状況と今後の方向について伺う。

公共施設について ②　洋式トイレの設置状況はどうか。

メガソーラー開発について ①　園部・八木にまたがるメガソーラー開発の災害対策として、土砂崩れや大雨時の排水対策について伺う。

防災対策について ②　園部町小山西町春日団地裏手の防災対策として、土砂崩れや大雨時の排水対策について伺う。

教育 不登校の児童・生徒のケアについて フリースクール等開設の現状と方向性について伺う。 教 育 長

福祉 高校中退者へのケアについて 高校中退者に対するケアについて、どう考えているのか伺う。 市 長

①　本市においてまちづくりを進める中で都市計画法は大きな影響がある。都市計画法に対しての市長の所見を伺う。

②　本市では近畿圏整備法の近郊整備区域に指定されている事により、市街化区域と市街化調整区域との区分（いわゆる線引き）
　が義務制となっている。過疎や少子高齢化が大きな課題である本市においては線引きに対する対応が必要であると考えるが見解
　を伺う。

③　市街化区域を中心とする都市化エリアでの民間の宅地供給を誘導するための具体的な施策について伺う。

④　市街化区域での生産緑地地区指定による計画的な市街化を図ることへの影響について見解を伺う。

⑤　市街化調整区域や都市計画区域外を中心とする農村エリアでの移住者を受け入れる環境づくりについて伺う。

⑥　２０１４年度から２０１７年度までとされた前の定住促進アクションプランの評価について伺う。

⑦　２０１８年度から２０２２年度までを計画期間とする新定住促進アクションプランについての考え方を伺う。

①　社会体育事業の事務分掌について伺う。

②　社会体育に対する意義を教育長はどのように考えるかを問う。

③　社会体育係の職員の労働状況について伺う。

平成３０年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　麻田　育良
　（一問一答）

質問予定日
　6月8日　午後

高齢者福祉

市 長

担当部長

防災

至誠会

　　　　村　好高
　（一問一答）

質問予定日
　6月8日　午後

市政 若者が定住できるまちづくりについて
市 長

担当部長

社会体育 社会体育事業について 教 育 長
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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

①　美山地域の医療体制の現状と課題をどのようにとらまえているのか。

②　医師確保が喫緊の課題であるが、市長としての考えを伺う。

③　今後の美山地域の医療のあり方と方向性について、どのようにするのが一番最適と考えているか。

①　新火葬場建設について、市長の考えを伺う。

②　ごみ焼却を委託しているカンポリサイクルプラザが、明年、３月３１日で撤退する。代替え施設の確保が急がれるが、現状はどう
　か。

①　本年４月より高齢者講習が本市内で受けられなくなった。現状と今後市としてこの問題にどのように取り組むのか。

②　本市で実施できないのであれば、京都府公安委員会等に働きかけて、何らかの方法で、実施できるようにすべきと考えるがどう
　か。

防災減災 自然災害防止対策について
昨年１２月議会において、災害被害防止の対策として道路沿線、電線付近の樹木伐採を一定間隔で実施することを提案した。市長答
弁は、「本来は、持ち主がすべきことであるが、事実上困難である。災害予防観点から、公費を持って対応できないか、また、市として
検討を深める。」と、答弁された。結果はどうか。

①　基本理念に示された今後の地域福祉の姿について所見を伺う。

②　地区圏域での活動推進に着目する根拠と活動の進め方について伺う。

③　.第２次南丹市総合振興計画での目標指標との整合性について伺う。

④　相談・支援体制の現状と今後の相談機能充実の方向性について伺う。

①　園部大橋架替工事は園部川の河川整備にも影響するが、本市として国・府にどのような課題の提起を行っているか伺う。

②　桂川上流圏域河川整備計画について府はパブリックコメントを実施したが、本市として提起した意見について伺う。

①　２カ年事業で実施された横田・上木崎町浸水対策調査の結果及び今後の活用方法について伺う。

②　内水氾濫対策に関し、昨年度から府も交えて勉強会が始められているが、今後の進め方について伺う。

①　現在の放課後児童クラブのうち、八木せきれい東・園部たんぽぽが学校から離れた場所にあり、色々な課題があると思われるが
　現状はどうか。

②　園部小学校近くに追加開設するという方向はあるのか。

③　支援員の確保や研修についての今後の見通しは。

①　第１希望に入所できていない子どもの現状は。

②　園部地域の保育所の今後の方向性は。

③　保育士の確保や配置の現状と課題は。

平成３０年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

公明党

　木戸　德吉
　（一問一答）

質問予定日
　6月11日　午前

地域医療 美山地域の医療体制について

市 長

担当部長

衛生管理 新火葬場建設及びごみ焼却施設について

交通対策 高齢者免許講習について

丹政会

　木村　　裕
　（一問一答）

質問予定日
　6月11日　午前

福祉 第３期地域福祉計画について

市 長

担当部長

道路河川

１．園部川の河川整備計画について

２．内水氾濫対策について

みらいねっと南丹

　吉田　尋子
　（一問一答）
　
質問予定日
　6月11日　午前

教育 放課後児童健全育成事業について
市 長

教 育 長

子育て 保育所について
市 長

担当部長



№７

会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

総務 本庁舎建設計画について 審議会の経過や市民のご意見も踏まえ市長の見解を伺う。

農林 担い手支援について
都市計画区域外や市街化調整区域における定住促進は喫緊の課題である。若手の農業や林業の担い手の支援が定住促進対策と
して大きな役割を果たすと考えるが、市長の所見を伺う。

市街化区域における今後の都市計画事業の推進について、市長の所見を伺う。

ＪＲ吉富駅周辺整備について様々な要因により区画整理事業が凍結状態となっているが、今後の市としての方針を伺う。

１．子育て支援充実について 若い世代の定住促進へ、子どもの医療費の完全無償化と、子宝祝金の３子以上の増額の考えはどうか。

２．保育所の整備について 園部地域の保育所施設の整備について、事業主体と運営主体、施設の形態はどうか。

①　カンポリサイクルプラザの受け入れ停止後の処理体制の具体化はどうか。

②　操業停止までの施設修理は対応されているか。

③　カンポ社撤退後の従業員の再就職は保障されるか。

①　現状の認識と基本的な考え方はどうか。

②　担い手の育成と農地保全を進めるうえで、米づくりがベースとなる。戸別所得補償を市の施策とする決断、食味ランキングで２年
　連続「特Ａ」に認定されたキヌヒカリの普及で米価の引き上げなど、思い切った対策はどうか。

①　２９年度の捕獲実績はどうか。

②　捕獲実績を大幅に増加される目標と実施体制について見解を問う。

③　捕獲獣の加工、処理施設設置の見解はどうか。

①　地方創生の評価について市長の所見を伺う。

②　地域経済分析システム「ＲＥＳＡＳ」の活用について伺う。

①　シティプロモーションの成果について伺う。

②　課題や展開について伺う。

①　中心市街地の活性化について市長の所見を伺う。

②　道路を活用した地域活動について伺う。

①　園部町の保育所建設について市長の所見を伺う。

②　保育士の確保に向けた取り組みについて伺う。

平成３０年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

活緑クラブ

　川勝 　儀昭
　（一問一答）

質問予定日
　6月11日　午後

市 長

土木 都市計画

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　野村　　健
　（一問一答）

質問予定日
　6月11日　午後

定住・福祉

市 長

環境対策 来年度以降のごみ処理体制

農業振興

１．市内農業の振興策

２．獣害対策

丹政会

　谷尻　昌史
　（一問一答）

質問予定日
　6月11日　午後

企画政策

地方創生について

市 長

担当部長

シティプロモーションについて

まちづくり 中心市街地について

子育て 保育所について


